
【資料第 1 号】 

高齢者等実態調査の結果について 

 
１ 目的 

文京区に在住の 65 歳以上の高齢者で介護保険の要介護・要支援認定を受けていない第１号被

保険者と、介護や様々な地域活動の担い手として期待されているミドル・シニア世代について、

日常生活の実態、介護予防や健康への取組等を把握することにより、平成 29 年度に実施する高

齢者・介護保険事業計画（平成 30 年度～32 年度）策定の基礎資料を得ることを目的とする。 
また、要介護・要支援認定を受けている被保険者について、主として在宅生活の継続や家族介

護者の就労継続に有効な介護サービスの在り方を検討するため、日常生活の実態や暮らしの意向、

介護保険サービスの利用状況等を把握し、今後の施策に役立てることとする。 
加えて、区内の介護サービス事業所を対象に、事業所の概要や介護人材の現状を把握するとと

もに、防災対策等の危機管理体制や介護保険サービスの質の向上への取組状況を把握することに

より、今後の介護サービスの提供基盤の整備に資するための基礎資料とする。 
 
２ 調査の種類 

 ⑴ 第１号被保険者調査 
 ⑵ ミドル・シニア（50～64 歳）調査 
 ⑶ 要介護・要支援認定者調査 
⑷ 介護サービス事業所調査 

 
３ 調査時期 

  平成 28 年 10 月 1 日～平成 28 年 10 月 31 日 
 
４ 回収状況 

 ⑴ 区民向け調査 

調査の種類 配付数 回収数 有効回収数 有効回収率 

①第１号被保険者調査 3,000 2,209  2,205 73.5％ 

②ミドル・シニア（50～64 歳）調査 2,500 1,496  1,486 59.4％ 

③要介護・要支援認定者調査 3,000 1,940  1,920 64.0％ 

①②③計 8,500 5,645 5,611  

⑵ 事業所向け調査 

調査の種類 配付数 回収数 有効回収数 有効回収率 

介護サービス事業所調査 162 139 139 85.8％ 

 

５ 調査結果 

  別紙（概要版）のとおり 
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平成２８年度文京区高齢者等実態調査結果の報告 

 

１ はじめに 

文京区では、高齢になっても住み慣れた地域で、安心していつまでも生活することができる

よう、高齢者施策の更なる充実や地域包括ケアシステムの実現を目指すため、高齢者・介護保

険事業計画（平成 30 年度～32 年度）の策定に当たり、高齢者等を対象とした「高齢者等実

態調査」を実施した。 

本書は、この「高齢者等実態調査」について報告するものである。 

 

２ 調査の目的 

文京区に在住の 65 歳以上の高齢者で介護保険の要介護等の認定を受けていない第１号被保

険者と、介護や様々な地域活動の担い手として期待されているミドル・シニア世代について、

日常生活の実態、介護予防や健康への取組等を把握することで、平成 29 年度に実施する高齢

者・介護保険事業計画（平成 30 年度～32 年度）策定の基礎資料を得ることを目的とする。 

また、要介護等の認定を受けている被保険者について、主として在宅生活の継続や家族介護

者の就労継続に有効な介護サービスの在り方を検討するため、日常生活の実態や暮らしの意向、

介護保険サービスの利用状況等を把握し、今後の施策に役立てることとする。 

加えて、区内の介護サービス事業所を対象に、事業所の概要や介護人材の現状を把握すると

ともに、防災対策等の危機管理体制や介護保険サービスの質の向上への取組状況を把握するこ

とにより、今後の介護サービスの提供基盤の整備に資するための基礎資料とする。 

 

３ 調査方法 

郵送配付、郵送回収 

 

４ 実施期間 

平成 28 年 10 月１日～10 月 31 日 

 

５ 調査の設計 

調査名 調査対象者 調査数・抽出方法 主な調査項目 

①第１号被保険者調査 

 

要介護・要支援認定を受けて

いない 65 歳以上の介護保

険被保険者 

平成 28 年９月１日現在の

介護保険被保険者台帳より 

3,000 人を無作為抽出 

身体・生活状況、災害に関す

ること、認知症に対する理解

度、就業状況、地域活動等 

②ミドル・シニア（50～64 歳）調査 

 

要介護・要支援認定を受けて

いない 50～64 歳の介護保

険被保険者 

平成 28 年９月１日現在の

住民基本台帳より2,500人

を無作為抽出 

身体・生活状況、災害に関す

ること、認知症に対する理解

度、就業状況、地域活動、介

護の経験等 

 

別紙 
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調査名 調査対象者 調査数・抽出方法 主な調査項目 

③要介護・要支援認定者調査 

 

要介護・要支援認定を受けて

いる、65 歳以上の介護保険

被保険者（介護保険施設、認

知症高齢者グループホーム、

特定施設を利用していない） 

平成 28 年９月１日現在の

介護保険被保険者台帳より

3,000 人を無作為抽出 

身体・生活状況、災害に関す

ること、認知症に対する理解

度、居宅サービスの利用状

況、今後の利用意向、介護者

の状況等 

④介護サービス事業所調査 

 

区内の指定居宅サービス・指

定地域密着型サービス等を

提供する事業所 

162 事業所 

収支状況、従業員数、人材確

保・人材育成の取組、防災対

策等 

 

６ 回収状況 

種類 配付数 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率 

①第１号被保険者調査 3,000 2,209 73.6％ 2,205 73.5％ 

②ミドル・シニア調査 2,500 1,496 59.8％ 1,486 59.4％ 

③要介護・要支援認定者

調査 
3,000 1,940 64.7％ 1,920 64.0％ 

①②③計 8,500 5,645  5,611  

④介護サービス事業所

調査 
162 139 85.8％ 139 85.8％ 

 

７ 表記等について 

（１）表題の後に調査名を省略して記載している。〔認定者〕とは「要介護・要支援認定者調査」、

〔第１号〕とは「第１号被保険者調査」、〔ミドル・シニア〕とは「ミドル・シニア（50

～64 歳）調査」、〔事業所〕とは「介護サービス事業所調査」を意味している。 

（２）図表中の「ｎ」は各設問に該当する回答者の総数（人）であり、回答率（％）の母数をあ

らわしている。 

（３）回答率は、小数点第 2 位を四捨五入して掲載しているため、合計が 100％にならないこ

とがある。また、回答者が２つ以上回答することができる質問（複数回答）の場合、その

回答率の合計は、100％を超えることがある。 

（４）図表タイトルの後に「（複数回答）」等の記載がない設問は、単数回答である。 

（５）選択肢の一部を省略・編集している場合がある。 

（６）圏域別のクロス集計は、〔認定者〕、〔第１号〕、〔ミドル・シニア〕の全ての調査を合

計して圏域別に集計したものであり、「調査全体」と表記している。 

（７）クロス集計については、分析の柱となる項目（属性）の「無回答」は掲載を省略している。

ただし、「全体」は集計対象の全数を表示しているため、分析の柱となる選択肢の回答者

数を合計しても必ずしも全体の数値とは一致しない。 

（８）クロス集計表のうち、網掛けの数値は横に見て第１位の項目（「特にない」、「無回答」

等を除く）である。 
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８ 調査結果（要介護・要支援認定者、第１号被保険者、ミドル・シニア） 

（１）回答者の属性 

①圏域〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

圏域ごとの対象者の分布は、実際の人口割合とほぼ同様となっている。 

▼圏域 

 

 

 

 

 

 

 

 

②性別〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

性別は、いずれの対象者も「女性」の割合が高く、〔認定者〕は「女性」が 69.2％、〔第

１号〕〔ミドル・シニア〕は「女性」が約 56％となっている。 

▼性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

③年齢〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

年齢は、75 歳以上（後期高齢者）の割合は、〔認定者〕は 85.7％であるが、〔第１号〕は

48.7％となっている。 

〔ミドル・シニア〕は「50～54 歳」が 37.1％、「55～59 歳」が 31.8％、「60～64

歳」が 29.7％となっている。 

▼年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.6 

25.7 

6.6 

23.9 

11.2 

23.7 

23.1 

16.7 

27.6 

6.6 

23.8 

1.7 

4.2 

1.6 

0% 25% 50% 75% 100%

認定者   n=1,920 

第１号   n=2,205 

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上 無回答  

29.5 

31.7 

32.4 

20.9 

22.8 

22.9 

25.1 

21.2 

20.3 

24.5 

24.4 

24.4 

0% 25% 50% 75% 100%

認定者   n=1,920 

第１号   n=2,205 

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

富坂地区 大塚地区 本富士地区 駒込地区  

29.9 

43.1 

43.1 

69.2 

55.6 

55.7 

0.9 

1.3 

1.2 

0% 25% 50% 75% 100%

認定者   n=1,920 

第１号   n=2,205 

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

男性 女性 無回答  

37.1 31.8 29.7 1.3 

0% 25% 50% 75% 100%

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

50～54歳 55～59歳 60～64歳 無回答  
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④要支援・要介護度〔認定者〕 

要支援・要介護度は、「要支援１」「要支援２」を合わせた割合は 38.0％、「要介護１」～

「要介護５」を合わせた割合は 54.5％となっている。 

▼要支援・要介護度  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤世帯構成〔認定者、第１号〕 

「ひとり暮らし」の割合は、〔認定者〕が 29.3％、〔第１号〕が 22.7％となっている。 

また、65 歳以上の世帯の割合は、〔認定者〕が 57.8％、〔第１号〕が 60.0％となってい

る。 

▼世帯構成（小分類） 

 世帯構成 
認定者 第１号 

人数 ％ 人数 ％ 

1 ひとり暮らし 65 歳以上 563 29.3 500 22.7 

2 

夫婦のみ 

全員 65 歳以上 364 19.0 736 33.4 

3 いずれか 65 歳未満 26 1.4 58 2.6 

4 年齢不明 39 2.0 55 2.5 

5 

子どもと二世代同居 

全員 65 歳以上 120 6.3 26 1.2 

6 いずれか 65 歳未満 406 21.1 508 23.0 

7 年齢不明 28 1.5 30 1.4 

8 

親と二世代同居 

全員 65 歳以上 5 0.3 19 0.9 

9 いずれか 65 歳未満 4 0.2 1 0.0 

10 年齢不明 2 0.1 0 0.0 

11 

三世代以上同居 

全員 65 歳以上 4 0.2 4 0.2 

12 いずれか 65 歳未満 192 10.0 165 7.5 

13 年齢不明 12 0.6 9 0.4 

14 

その他 

全員 65 歳以上 53 2.8 38 1.7 

15 いずれか 65 歳未満 32 1.7 23 1.0 

16 年齢不明 26 1.4 3 0.1 

 無回答  44 2.3 30 1.4 

 全 体  1,920 100.0 2,205 100.0 

※「ひとり暮らし」と全員 65 歳以上の世帯を網かけしている。 

  

要支援 

38.0% 要介護 

54.5% 

要支援１ 

23.1% 

要支援２ 

14.9% 

要介護１ 

19.4% 

要介護２ 

13.5% 

要介護３ 

9.4% 

要介護４ 

7.0% 

要介護５ 

5.2% 

わからない 

2.6% 無回答 

4.8% 

認定者 n=1,920 
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▼世帯構成（中分類） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼世帯構成（大分類） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）住まいについて 

①住居形態〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

住居形態は、いずれの対象者も「持ち家（一戸建て、自己所有のビル）」が最も多くなって

いる。いずれの対象者も「持ち家」と「分譲マンション（集合住宅）」を合わせると 80％を

超えている。 

圏域別にみると、「持ち家」の割合は駒込地区が 62.3％で最も高くなっている。 

▼住居形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

64.1 

55.8 

48.8 

16.2 

27.7 

31.8 

1.5 

1.9 

2.8 

6.3 

8.2 

12.2 

2.8 

2.8 

0.7 

4.1 

1.9 

3.3 

5.2 

1.9 

0.4 

0% 25% 50% 75% 100%

認定者   n=1,920 

第１号   n=2,205 

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

持ち家 

（一戸建て、 

自己所有 

のビル） 

分譲ﾏﾝｼｮﾝ 

（集合住宅） 

借家 

（一戸建て） 

民間の賃貸 

ﾏﾝｼｮﾝ、 

ｱﾊﾟｰﾄ 

公営賃貸住宅 

（都営、区営、 

ｼﾙﾊﾞｰﾋﾟｱ等） 

その他 無回答  

ひとり暮らし 

22.7% 

夫婦のみ 

（全員65歳 

以上） 

33.4% 

夫婦のみ 

（その他） 

5.1% 

二世代同居 

（全員65歳 

以上） 

2.0% 

二世代同居 

（その他） 

24.4% 

三世代以上 

同居 

8.1% 

その他の 

世帯 

2.9% 

無回答 

1.4% 

第１号   n=2,205 

ひとり暮らし 

29.3% 

夫婦のみ 

（全員65歳 

以上） 

19.0% 
夫婦のみ 

（その他） 

3.4% 

二世代同居 

（全員65歳 

以上） 

6.5% 

二世代同居 

（その他） 

22.9% 

三世代以上 

同居 

10.8% 

その他の 

世帯 

5.8% 

無回答 

2.3% 

認定者   n=1,920 

29.3 

22.7 

28.4 

37.3 

39.9 

38.6 

2.3 

1.4 

0% 25% 50% 75% 100%

認定者   n=1,920 

第１号   n=2,205 

ひとり暮らし高齢者 高齢者のみ世帯 

（ひとり暮らしを除く） 

その他の世帯 無回答  
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▼住居形態/圏域別 単位：％ 

項 目 

回
答
者
数
（
人
） 

持
ち
家 

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン 

借
家 

民
間
の
賃
貸
マ
ン

シ
ョ
ン
、
ア
パ
ー
ト 

公
営
賃
貸
住
宅 

そ
の
他 

無
回
答 

調査全体 5,611 56.8 24.8 2.0 8.6 2.2 3.0 2.6 

圏
域
別 

富坂 地区 1,747 55.5 27.8 1.7 8.5 1.6 2.5 2.5 

大塚 地区 1,244 54.3 28.2 2.4 8.2 1.1 3.3 2.5 

本富士地区 1,250 55.0 24.8 2.2 7.1 3.8 3.0 4.0 

駒込 地区 1,370 62.3 18.0 1.8 10.4 2.6 3.3 1.6 

 

 

②今後も住み続けられる住まいか〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

今後も住み続けられる住まいかについて、「はい」の割合は、〔認定者〕が 61.9％、〔第１

号〕が 64.6％であるのに対し、〔ミドル・シニア〕は 52.2％となっている。 

▼今後も住み続けられる住まいか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

61.9 

64.6 

52.2 

28.5 

28.3 

46.4 

9.5 

7.2 

1.5 

0% 25% 50% 75% 100%

認定者   n=1,920 

第１号   n=2,205 

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

はい いいえ 無回答  
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③住まいについて不便や不安を感じていること〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

住まいについて不便や不安を感じていることは、いずれの対象者も「玄関、居室、廊下、

トイレ、浴室などに段差がある」が最も高くなっている。〔認定者〕は次いで「老朽化してい

る」が高く、〔第１号〕〔ミドル・シニア〕は次いで「玄関、居室、廊下、トイレ、浴室など

に手すりがない」が高くなっている。 

何らかの不便や不安を感じている割合は、〔ミドル・シニア〕が 72.3％で最も高く、次い

で〔認定者〕が 64.4％、〔第１号〕が 61.4％となっている。 

▼住まいについて不便や不安を感じていること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※「不便や不安を感じている」＝100％－「特にない」－「無回答」 

 

  

32.4 

26.5 

9.2 

3.1 

0.9 

12.4 

2.0 

15.7 

24.6 

19.2 

6.8 

18.7 

7.9 

0.5 

7.6 

3.8 

24.6 

3.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

26.3 

23.8 

4.4 

4.0 

2.0 

7.9 

1.6 

14.6 

18.2 

16.4 

6.6 

17.1 

4.4 

0.4 

6.7 

3.1 

34.7 

3.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

第１号   n=2,205 

33.1 

14.8 

7.9 

6.9 

1.5 

9.1 

1.9 

13.8 

17.7 

22.3 

9.4 

21.8 

3.7 

0.4 

6.0 

4.5 

26.9 

8.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

玄関、居室、廊下、トイレ、 

浴室などに段差がある 

玄関、廊下、階段、トイレ、 

浴室などに手すりがない 

玄関、居室などの扉の開閉 

風呂がない、又は使いにくい 

トイレが和式である 

居室が狭い 

居室に冷暖房の設備がない、 

又は取り付けられない 

エレベーターがない 

居室や寝室などが２階以上 

で、階段の昇り降り 

老朽化している 

増改築ができない 

耐震に不安がある 

家賃が高い 

契約の更新ができない 

オートロック等のため、 

緊急時に外部から入りにくい 

その他 

特にない 

無回答 

認定者   n=1,920 

不便や不安 
を感じ 
ている 
61.4％ 

不便や不安 
を感じ 
ている 
72.3％ 

不便や不安 
を感じ 
ている 
64.4％ 
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（３）日常生活について 

①現在の生活上の不安〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

生活上の不安は、いずれの対象者も「自分や家族の健康」「自分が認知症や寝たきりなどに

より介護が必要になること」が上位２項目となっている。〔認定者〕は「自分が認知症や寝た

きりなどにより介護が必要になること」「自分や家族の健康」がともに 50％を超え、〔ミド

ル・シニア〕は「自分や家族の健康」が最も高く 50％を超えている。 

不安を感じていることがある割合は、〔ミドル・シニア〕が 80.5％で最も高く、次いで〔認

定者〕が 77.4％、〔第１号〕が 68.9％となっている。 

▼生活上の不安（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※「不安を感じていることがある」＝100％－「特にない」－「無回答」 

 

  

50.8 

39.2 

18.1 

11.3 

11.0 

12.7 

10.7 

32.8 

21.1 

4.0 

18.2 

1.3 

0% 25% 50% 75%

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

44.6 

40.0 

15.0 

12.1 

8.8 

7.3 

6.2 

21.8 

1.5 

28.6 

2.5 

0% 25% 50% 75%

第１号   n=2,205 

52.1 

53.0 

16.6 

20.1 

17.8 

9.7 

14.8 

33.6 

3.6 

15.2 

7.4 

0% 25% 50% 75%

自分や家族の健康 

自分が認知症や寝たきりなどに

より介護が必要になること 

介護をしてくれる人（家族等）

がいない 

夜間や緊急時に対応してくれる

人がいない 

友人や地域との交流がない 

財産の管理や相続に関すること 

犯罪や悪質商法 

地震などの災害時の備えや対応

方法 

子の育児と親の介護 

その他 

特にない 

無回答 

認定者   n=1,920 

不安を感じ 
ていること
がある 
77.4％ 

不安を感じ 
ていること
がある 
68.9％ 

不安を感じ 
ていること
がある 
80.5％ 
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（４）高齢者あんしん相談センターについて 

①高齢者あんしん相談センター（地域包括支援センター）の認知度及び 

  利用の有無〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

高齢者あんしん相談センターを知っている割合は、〔認定者〕が 74.7％で最も高く、次い

で〔第１号〕が 70.5％、〔ミドル・シニア〕が 47.5％となっている。 

〔認定者〕〔第１号〕は「名前を聞いたことがある」が最も高く、それぞれ 45.9％、55.6％

となっており、次いで「どこにあるか知っている」が高く、それぞれ 40.9％、29.7％とな

っている。 

〔ミドル・シニア〕は「知らない、聞いたことがない」が最も高く、50％を超えている。 

▼高齢者あんしん相談センターの認知度及び利用の有無（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

※「知っている」＝100％－「知らない、聞いたことがない」－「無回答」 

 

圏域別にみると、「名前を聞いたことがある」割合は本富士地区が 48.1％で最も高くなっ

ている。平成 25 年度調査と比較すると、いずれの圏域も各認知度は 10 ポイント程度高く

なっているが、「相談や連絡をしたことがある」割合は大きな変化はみられない。 

▼高齢者あんしん相談センターの認知度及び利用の有無（複数回答）/圏域別 単位：％ 

項 目 

回
答
者
数
（
人
） 

名
前
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
る 

ど
こ
に
あ
る
か
知

っ
て
い
る 

セ
ン
タ
ー
の
役
割

を
知
っ
て
い
る 

相
談
や
連
絡
を
し

た
こ
と
が
あ
る 

知
ら
な
い
、
聞
い

た
こ
と
が
な
い 

無
回
答 

調査全体 5,611 46.9 29.9 21.3 17.1 29.5 4.6 

圏
域
別 

富坂 地区 1,747 46.5 27.5 22.2 15.7 30.5 5.1 

大塚 地区 1,244 45.6 30.5 20.7 17.1 30.7 4.7 

本富士地区 1,250 48.1 28.5 20.6 17.1 29.9 3.8 

駒込 地区 1,370 47.4 33.9 21.4 18.7 26.9 4.7 

▼（参考）平成 25 年度調査 単位：％ 

調査全体 5,301 36.7 20.0 11.8 16.1 37.6 7.0 

圏
域
別 

富坂 地区 1,685 36.8 17.9 12.3 15.0 38.9 7.6 

大塚 地区 1,139 34.9 20.7 11.1 17.5 40.0 6.1 

本富士地区 1,173 38.1 17.3 10.8 13.6 38.1 7.1 

駒込 地区 1,304 37.0 24.6 12.7 18.4 33.3 7.0 

35.3 

16.2 

13.0 

10.0 

51.0 

1.5 

0% 25% 50% 75%

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

55.6 

29.7 

20.5 

7.9 

25.5 

4.0 

0% 25% 50% 75%

第１号   n=2,205 

45.9 

40.9 

28.6 

33.1 

17.5 

7.8 

0% 25% 50% 75%

名前を聞いたことがある 

どこにあるか知っている 

センターの役割を知って

いる 

相談や連絡をしたことが

ある  

知らない、聞いたことが

ない 

無回答 

認定者   n=1,920 

知っている 

47.5％ 
知っている 

74.7％ 

知っている 

70.5％ 
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（５）健康・介護予防について 

①主観的な健康感〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

主観的な健康感は、いずれの対象者も「どちらかといえば、健康だと思う」が最も高く、

それぞれ 34.7％、60.9％、64.7％となっている。〔認定者〕は次いで「あまり健康ではな

いと思う」が 30.4％、「健康ではないと思う」が 25.9％となっている。〔第１号〕〔ミドル・

シニア〕は次いで「とても健康だと思う」が高く、それぞれ 16.3％、22.7％となっている。 

▼主観的な健康感 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②かかりつけ医・歯科医・薬局の有無〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

かかりつけ医等の有無は、「かかりつけの医師がいる」は、〔認定者〕が 93.0％、〔第１号〕

が 84.9％となっているのに比べると、〔ミドル・シニア〕は 61.8％と低くなっている。 

「かかりつけの歯科医師がいる」は、〔認定者〕が 53.4％、〔第１号〕が 67.9％、〔ミド

ル・シニア〕が 55.9％となっている。 

「かかりつけの薬局がある」は、〔認定者〕が 62.8％、〔第１号〕が 50.8％となっている

のに比べると、〔ミドル・シニア〕は 25.6％と低くなっている。 

また、〔ミドル・シニア〕は「どれもない」が 18.1％となっており、他の対象者より高く

なっている。 

▼かかりつけ医等の有無（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.7 

16.3 

22.7 

34.7 

60.9 

64.7 

30.4 

14.1 

9.1 

25.9 

5.9 

3.1 

5.3 

2.7 

0.5 

0% 25% 50% 75% 100%

認定者   n=1,920 

第１号   n=2,205 

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

とても健康 

だと思う 

どちらかといえば、 

健康だと思う  

あまり健康では 

ないと思う 

健康ではない 

と思う 

無回答  

61.8 

55.9 

25.6 

18.1 

0.7 

0% 25% 50% 75% 100%

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

84.9 

67.9 

50.8 

4.9 

2.6 

0% 25% 50% 75% 100%

第１号   n=2,205 

93.0 

53.4 

62.8 

1.4 

4.2 

0% 25% 50% 75% 100%

かかりつけの医師がいる 

かかりつけの歯科医師が

いる 

かかりつけの薬局がある 

どれもない 

無回答 

認定者   n=1,920 
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③現在治療中の病気〔認定者〕 

〔認定者〕の現在治療中の病気は、「高血圧」が 44.4％で最も高く、次いで「目の病気（白

内障・緑内障等）」が 25.4％、「歯の病気（歯周病・義歯調整等）」が 25.2％となっている。 

▼現在治療中の病気（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④１年間に訪問治療を受けた回数〔認定者、第１号〕 

１年間に訪問による治療（往診）を受けた割合は、〔認定者〕が 23.8％、〔第１号〕が 4.0％

となっている。〔認定者〕では「13 回以上」が 9.6％、「６回以下」が 9.0％となっている。 

▼１年間に訪問治療を受けた回数 

 

 

 

 

 

  

44.4 

10.3 

18.9 

14.7 

11.2 

9.2 

11.3 

12.7 

24.4 

9.3 

7.1 

19.6 

5.5 

25.4 

12.4 

25.2 

7.8 

5.3 

4.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

高血圧 

脳卒中、脳こうそく 

心臓病 

糖尿病 

高脂血症 

呼吸器系の病気（肺・気管支等） 

消化器系の病気（胃腸等） 

泌尿器系の病気（腎臓・前立腺等） 

筋肉や骨の病気（関節炎・骨粗しょう症等） 

骨折や外傷 

がん 

認知症 

こころの病気（うつ病・神経症等） 

目の病気（白内障・緑内障等） 

耳の病気（難聴等） 

歯の病気（歯周病・義歯調整等） 

その他 

特にない 

無回答 

認定者   n=1,920 

9.0 

2.2 

5.2 

1.0 

9.6 

0.8 

63.5 

88.8 

12.7 

7.1 

0% 25% 50% 75% 100%

認定者   n=1,920 

第１号   n=2,205 

６回以下 ７～12回 13回以上 受けていない 無回答  
訪問治療を受けた 
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⑤健康の維持・増進や介護予防等のために取り組んでいること 
 〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

健康の維持・増進や介護予防等のために取り組んでいることがある割合は、〔第１号〕が

91.1％で最も高く、〔ミドル・シニア〕が 88.2％、〔認定者〕が 73.0％となっている。 

いずれの対象者も「栄養バランスに気をつけて食事をする」が最も高く、それぞれ 42.1％、

56.1％、55.5％となっている。 

〔認定者〕は次いで「よくかむこと、口の中を清潔に保つことを気をつける」が 37.4％、

「自分で定期的な運動や体力づくりの取り組みをする」が 26.1％となっている。 

〔第１号〕は次いで「自分で定期的な運動や体力づくりの取り組みをする」が 44.7％、「家

族、友人、知人と交流する」が 41.5％となっている。 

〔ミドル・シニア〕は次いで「仕事をする」が 45.6％、「自分で定期的な運動や体力づく

りの取り組みをする」が 45.4％となっている。 

▼健康の維持・増進や介護予防等のために取り組んでいること（３つ以内複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※「取り組んでいる」＝100％－「特に取り組んでいることはない」－「無回答」 

 

45.4 

55.5 

21.4 

9.6 

1.3 

2.8 

2.7 

3.8 

27.7 

26.4 

45.6 

11.3 

0.5 

0% 25% 50% 75%

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

44.7 

56.1 

33.0 

23.2 

4.3 

7.1 

7.7 

4.9 

41.5 

26.7 

21.5 

7.4 

1.5 

0% 25% 50% 75%

第１号   n=2,205 

26.1 

42.1 

37.4 

23.3 

6.1 

4.7 

4.7 

1.1 

25.8 

11.4 

3.4 

20.7 

6.3 

0% 25% 50% 75%

自分で定期的な運動や体力づく

りの取り組みをする 

栄養バランスに気をつけて食事

をする 

よくかむこと、口の中を清潔に

保つことを気をつける 

読み書き計算など脳のトレーニ

ングをする 

区が実施する介護予防の教室や

講座に参加する※ 

地域の運動グループやサークル

などに参加する 

地域活動（町会・自治会・高齢

者クラブ等）をする 

ボランティア活動をする 

家族、友人、知人と交流する 

趣味や学習などの活動をする 

仕事をする 

特に取り組んでいることはない 

無回答 

認定者   n=1,920 

取り組んで 

いる 

73.0％ 

取り組んで 

いる 

91.1％ 

取り組んで 

いる 

88.2％ 

※ﾐﾄﾞﾙ・ｼﾆｱは 
「区が実施する健康づくりの 
 教室や講座に参加する」 
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（６）認知症について 

①認知症のケアや支援制度について知っていること 
 〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

認知症のケアや支援制度について知っていることがある割合は、〔ミドル・シニア〕が

88.3％で最も高く、次いで〔第１号〕が 77.7％、〔認定者〕が 59.1％となっている。 

いずれの対象者も「認知症の診断を受け治療することで、進行を遅らせることができる」

が最も高く、それぞれ 47.2％、67.9％、80.1％となっており、次いで「認知症の症状は、

対応の仕方で改善することがある」が高く、それぞれ 31.7％、49.9％、57.8％となって

いる。 

３番目に高いのは、〔認定者〕〔第１号〕は「認知症の種類によっては、治るものもある」

がそれぞれ 27.2％、38.5％となっており、〔ミドル・シニア〕は「成年後見制度を利用す

ることで、財産管理や契約を手助けしてもらえる」が 44.9％となっている。 

▼認知症のケアや支援制度について知っていること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※「知っていることがある」＝100％－「知っているものはない」－「無回答」 

 

  

33.0 

80.1 

57.8 

8.8 

21.2 

44.9 

10.8 

0.9 

0% 25% 50% 75% 100%

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

27.2 

47.2 

31.7 

6.6 

18.9 

17.0 

25.5 

15.4 

0% 25% 50% 75% 100%

認知症の種類によっては、治るもの

もある 

認知症の診断を受け治療することで、

進行を遅らせることができる 

認知症の症状は、対応の仕方で改善 

することがある 

区内医療機関に、専門的な研修を 

受けた認知症サポート医がいる 

高齢者あんしん相談センターは、 

認知症の人や家族の相談窓口である 

成年後見制度を利用することで、財

産管理や契約を手助けしてもらえる 

知っているものはない 

無回答 

認定者   n=1,920 

38.5 

67.9 

49.9 

8.3 

21.6 

28.9 

15.0 

7.3 

0% 25% 50% 75% 100%

第１号   n=2,205 

知っている 
ことがある 

59.1％ 

知っている 
ことがある 

77.7％ 

知っている 
ことがある 

88.3％ 
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②-１ 認知症に関して相談したことがある、又は利用したい相談窓口〔認定者〕 

〔認定者〕が認知症に関して相談したことがある、又は利用したい相談窓口については、

「ない」が 51.4％となっており、「かかりつけ医、又は認知症サポート医」が 16.2％、「高

齢者あんしん相談センター」が 14.1％、「医療機関専門外来」が 9.5％となっている。 

▼認知症に関して相談したことがある、又は利用したい相談窓口（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

②-２ 認知症に関して相談する場合に利用すると思う相談窓口〔第１号、ミドル・シニア〕 

認知症に関して相談する場合に利用すると思う相談窓口は、〔第１号〕は「かかりつけ医、

又は認知症サポート医」が 46.0％で最も高く、次いで「高齢者あんしん相談センター」が

29.9％、「医療機関専門外来」が 28.5％となっている。 

〔ミドル・シニア〕は「医療機関専門外来」が 50.1％で最も高く、次いで「かかりつけ

医、又は認知症サポート医」が 39.3％、「高齢者あんしん相談センター」が 32.9％となっ

ている。 

▼認知症に関する相談に利用すると思う窓口（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

32.9 

29.1 

19.2 

50.1 

3.4 

6.7 

39.3 

3.6 

1.8 

0% 20% 40% 60%

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

29.9 

20.5 

16.9 

28.5 

1.6 

5.8 

46.0 

7.0 

7.5 

0% 20% 40% 60%

高齢者あんしん相談センター 

区役所の相談窓口 

認知症疾患医療センター 

（順天堂大学医院の専門窓口） 

医療機関専門外来（認知症 

外来、もの忘れ外来など） 

認知症家族会の相談窓口 

もの忘れ医療相談（高齢者 

あんしん相談センターの嘱託医） 

かかりつけ医、又は認知症サポート医 

ない 

無回答 

第１号   n=2,205 

14.1 

4.4 

4.6 

9.5 

0.8 

2.7 

16.2 

51.4 

15.3 

0% 20% 40% 60%

高齢者あんしん相談センター 

区役所の相談窓口 

認知症疾患医療センター 

（順天堂大学医院の専門窓口） 

医療機関専門外来（認知症 

外来、もの忘れ外来など） 

認知症家族会の相談窓口 

もの忘れ医療相談（高齢者 

あんしん相談センターの嘱託医） 

かかりつけ医、又は認知症サポート医 

ない 

無回答 

認定者   n=1,920 
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③認知症高齢者のいる家族への支援として必要と感じるもの〔認定者〕 

〔認定者〕が認知症高齢者のいる家族への支援として必要と感じるものは、「介護者が休息

できるよう、認知症の方を預かるサービス」が 34.5％で最も高く、次いで「医療・介護等

の専門職による訪問相談」が 21.4％、「通所サービス」が 20.9％となっている。 

また、「わからない」が 30.4％となっている。 

▼認知症高齢者のいる家族に必要な支援（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

15.9 

21.4 

34.5 

6.9 

11.5 

11.9 

20.9 

1.5 

30.4 

22.7 

0% 10% 20% 30% 40%

認知症を理解するための講座 

医療・介護等の専門職による訪問相談 

介護者が休息できるよう、認知症の方

を預かるサービス 

家族の会 

家族を支えるボランティア組織 

グループホーム 

通所サービス 

その他 

わからない 

無回答 

認定者   n=1,920 
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（７）就業について 

①現在の就労状況と今後の就労意向〔第１号、ミドル・シニア〕 

現在の就労状況は、「今も働いている」割合は〔第１号〕が 27.0％であるのに対し、〔ミ

ドル・シニア〕では 75.3％となっている。〔第１号〕は今後の就労意向のある割合が 31.1％、

就労意向のない割合が 35.9％となっている。〔ミドル・シニア〕は今後の就労意向のある割

合が 80.6％、就労意向のない割合が 11.5％となっている。 

〔ミドル・シニア〕を性別にみると、「今も働いている」割合は男性が 85.2％、女性が

68.1％となっており、今後の就労意向のある割合は男性が 87.8％、女性が 75.5％となっ

ている。また、性別・年齢別にみると、就労意向のない割合は、男性の 60～64 歳が 11.5％、

女性の 55～59 歳が 16.8％、60～64 歳が 27.6％となっている。 

▼就労状況と就労意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼就労状況と就労意向〔ミドル・シニア/性別〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就労意向 

あり 

31.1% 

就労意向 

なし 

35.9% 

今も 

働いている 

27.0% 

仕事を 

辞めた 

3.6% 

働いたこと 

はない 

0.5% 
したいが 

できない 

4.2% 

しない予定 

31.7% 

わからない 

6.0% 

無回答 

27.0% 

第１号 n=2,205 

就労意向 

あり 

80.6% 
就労意向 

なし 

11.5% 

今も 

働いている 

75.3% 

仕事を 

辞めた 

4.7% 

働いたこと 

はない 

0.6% 

したいが 

できない 

2.2% 

しない 

予定 

9.3% 

わからない 

5.1% 

無回答 

2.8% 

ﾐﾄﾞﾙ・ｼﾆｱ n=1,486 

就労意向 

あり 

87.8% 

就労意向 

なし 

5.5% 

今も 

働いている 

85.2% 仕事を 

辞めた 

2.7% 

働いたこと 

はない 

0.0% 

したいが 

できない 

1.6% 

しない 

予定 

3.9% 

わからない 

3.8% 
無回答 

3.0% 

男性 n=640 

就労意向 

あり 

75.5% 
就労意向 

なし 

16.1% 

今も 

働いている 

68.1% 

仕事を 

辞めた 

6.3% 

働いたこと 

はない 

1.1% 

したいが 

できない 

2.7% 

しない 

予定 

13.4% 

わからない 

5.8% 

無回答 

2.7% 

女性 n=828 
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▼就労状況と就労意向〔ミドル・シニア〕/性別・年齢別 単位：％ 

項 目 

回
答
者
数
（
人
） 

就労意向あり 就労意向なし わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

今
も
働
い
て
お
り
、
今
後
も

何
ら
か
の
仕
事
を
し
た
い 

今
は
仕
事
を
辞
め
た
が
、 

今
後
も
何
ら
か
の
仕
事
を
し

た
い 

働
い
た
こ
と
は
な
い
が
、 

今
後
は
何
ら
か
の
仕
事
を
し

た
い 

仕
事
は
し
た
い
が
で
き
な
い 

仕
事
は
し
な
い
予
定
で
あ
る 

ﾐﾄﾞﾙ・ｼﾆｱ全体 1,486 75.3 4.7 0.6 2.2 9.3 5.1 2.8 

男
性 

50～54 歳 228 92.1 1.3 0.0 0.9 0.0 3.5 2.2 

55～59 歳 195 84.1 2.6 0.0 2.1 2.6 4.6 4.1 

60～64 歳 209 78.5 4.3 0.0 1.9 9.6 3.3 2.4 

女
性 

50～54 歳 316 76.3 5.7 1.3 2.2 4.7 7.9 1.9 

55～59 歳 275 70.2 5.1 0.7 3.3 13.5 5.5 1.8 

60～64 歳 228 54.8 8.3 1.3 2.6 25.0 3.1 4.8 

 

 

②仕事をしたい（し続けたい）理由〔第１号、ミドル・シニア〕 

仕事をしたい（し続けたい）理由は、いずれの対象者も「健康的ではりのある生活を送り

たい」が最も高く、それぞれ 71.9％、68.2％となっている。次いで「社会的に現役でいた

い」が高く、それぞれ 37.5％、42.7％となっている。 

〔第１号〕は次いで「仕事を通じて社会に貢献したい」が 28.7％、〔ミドル・シニア〕は

次いで「経済的な理由から、働く必要がある」が 41.7％となっている。 

「経済的な理由から、働く必要がある」は〔ミドル・シニア〕が 10 ポイント以上高く、

「仕事が生きがいである」は〔第１号〕が 10.0 ポイント高くなっている。 

▼仕事をしたい（し続けたい）理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

68.2 

42.7 

41.7 

28.0 

33.7 

28.2 

16.2 

3.3 

2.8 

0% 25% 50% 75% 100%

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,198 

71.9 

37.5 

26.1 

26.4 

28.7 

27.8 

26.2 

4.2 

3.6 

0% 25% 50% 75% 100%

健康的ではりのある生活を送りたい 

社会的に現役でいたい 

経済的な理由から、働く必要がある 

生活には困らないが、経済的なゆとり

がほしい 

仕事を通じて社会に貢献したい 

経験や技術を活かしたい 

仕事が生きがいである 

その他 

無回答 

第１号   n=686 
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（８）地域とのつながり・地域活動について 

①参加してみたい、興味があるボランティア活動〔第１号、ミドル・シニア〕 

ボランティア活動に参加してみたい、興味がある割合は、〔第１号〕が 37.7％、〔ミドル・

シニア〕が 64.6％となっている。〔第１号〕は「趣味や特技を生かした活動」が 17.3％、

「環境美化に関する活動」が 10.2％、「高齢者を対象とした活動」が 9.8％となっている。

〔ミドル・シニア〕は「趣味や特技を生かした活動」が 34.5％、「子どもを対象とした活動」

が 22.6％、「環境美化に関する活動」が 18.0％となっている。 

▼参加したい、興味があるボランティア活動（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※「参加意向、興味がある」＝100％－「特にない」－「無回答」 

 

 

  

12.2 

7.7 

22.6 

18.0 

8.5 

34.5 

12.9 

2.5 

32.4 

3.0 

0% 20% 40% 60%

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

9.8 

1.7 

7.4 

10.2 

4.4 

17.3 

4.1 

2.0 

46.8 

15.5 

0% 20% 40% 60%

高齢者を対象とした活動 

障害者を対象とした活動 

子どもを対象とした活動 

環境美化に関する活動 

福祉施設での支援活動 

趣味や特技を生かした活動 

災害支援に関する活動 

その他 

特にない 

無回答 

第１号   n=2,205 

参加意向、 
興味がある 

37.7％ 

参加意向、 
興味がある 

64.6％ 

（訪問や見守り、話し相手、外出支援など） 

（手話、点訳、朗読サービス、車椅子の介助など） 

（保育補助、遊びの伝承、交通安全見守りなど） 

（公園・道路のゴミ拾い、植栽や手入れなど） 

（老人ホーム、障害者施設などでの職員の補助支援） 

（スポーツ、音楽、美術、外国語などを活かした活動） 



19 

②-１ 参加意向がある、又参加している活動団体やグループ〔第１号〕 

〔第１号〕の参加意向、興味がある割合は 49.9％で、「同好会・サークル」が 32.9％、

「町会・自治会」が 14.7％となっている。現在参加している割合は 40.7％で、「同好会・

サークル」が 23.8％、「町会・自治会」が 13.5％となっている。活動を始めたきっかけは、

「友人・知人からの誘い」が 40.2％で最も高く、次いで「活動している方からの誘い」が

25.0％、「活動場所が近くにあった」が 23.7％となっている。 

▼参加したい活動団体等（複数回答）▼参加している活動団体等（複数回答）▼活動を始めたきっかけ（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

②-２ 参加意向がある、又参加している活動団体やグループ〔ミドル・シニア〕 

〔ミドル・シニア〕の参加意向、興味がある割合は 61.8％で、「同好会・サークル」が

40.5％、「ＮＰＯ・ボランティア団体」が 21.7％となっている。現在参加している割合は

29.6％で、「同好会・サークル」が 15.4％、「町会・自治会」が 10.4％となっている。活

動を始めたきっかけは、「友人・知人からの誘い」が 37.1％で最も高く、次いで「活動して

いる方からの誘い」が 28.9％、「活動場所が近くにあった」が 21.2％となっている。 

▼参加したい活動団体等（複数回答）▼参加している活動団体等（複数回答）▼活動を始めたきっかけ（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

  

13.5 

4.2 

3.3 

23.8 

5.2 

49.9 

9.4 

0% 25% 50% 75%

第１号   n=2,205 

40.2 

25.0 

4.0 

15.8 

23.7 

22.0 

11.3 

4.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

友人・知人 

からの誘い 

活動している 

方からの誘い 

家族に勧められた 

区報・ホーム 

ページを見た 

活動場所が 

近くにあった 

自らの知識や経験を 

活かしたいと思った 

その他 

無回答 

第１号   n=896 

14.7 

7.3 

7.5 

32.9 

2.4 

34.0 

16.1 

0% 25% 50% 75%

町会・自治会 

高齢者クラブ 

ＮＰＯ・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体

（主にﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動） 

同好会・ｻｰｸﾙ（主に

趣味の活動） 

その他 

参加したい 

とは思わない 

無回答 

第１号   n=2,205 

参加意向、 
興味がある 

49.9％ 

↑参加していない 

参加している 
40.7％ 

10.4 

0.1 

4.8 

15.4 

3.7 

68.7 

1.7 

0% 25% 50% 75%

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

37.1 

28.9 

8.2 

11.4 

21.2 

18.5 

13.7 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

友人・知人 

からの誘い 

活動している 

方からの誘い 

家族に勧められた 

区報・ホーム 

ページを見た 

活動場所が 

近くにあった 

自らの知識や経験を 

活かしたいと思った 

その他 

無回答 

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=439 

16.6 

2.3 

21.7 

40.5 

2.2 

34.7 

3.5 

0% 25% 50% 75%

町会・自治会 

高齢者クラブ 

ＮＰＯ・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体

（主にﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動） 

同好会・ｻｰｸﾙ（主に

趣味の活動） 

その他 

参加したい 

とは思わない 

無回答 

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

参加意向、 
興味がある 

61.8％ 

↑参加していない 

参加している 
29.6％ 

③へ 

③へ 

※「参加したい」＝100％－「参加したいとは思わない」－「無回答」  

※「参加している」＝100％－「参加していない」－「無回答」 
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③現在活動団体やグループに参加していない理由〔第１号、ミドル・シニア〕 

活動団体等に参加していない理由は、〔第１号〕の 65～74 歳（前期高齢者）は「仕事が

忙しい」が 23.6％で最も高く、次いで「きっかけがない」が 23.4％、「ほかにやりたいこ

とがある」が 22.2％となっている。75 歳以上（後期高齢者）は「健康・体力に自信がない」

が 27.8％で最も高く、次いで「きっかけがない」が 18.3％、「ほかにやりたいことがある」

が 17.9％となっている。 

〔ミドル・シニア〕はいずれの年齢区分も「仕事が忙しい」が最も高く、それぞれ 60.5％、

52.2％、47.0％となっている。50～54 歳、60～64 歳は次いで「きっかけがない」がそ

れぞれ 26.0％、25.7％、55～59 歳は次いで「どのような活動が行われているか知らない」

「ほかにやりたいことがある」がともに 24.4％となっている。 

▼活動団体等に参加していない理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

25.8 

10.5 

26.0 

18.4 

6.4 

5.9 

60.5 

14.8 

12.8 

15.6 

4.8 

1.8 

24.4 

10.9 

22.8 

10.9 

6.9 

8.1 

52.2 

15.3 

17.2 

24.4 

8.8 

0.9 

22.3 

10.8 

25.7 

12.5 

9.5 

8.8 

47.0 

10.5 

14.5 

20.3 

6.4 

1.0 

0% 25% 50% 75%

50～54歳 n=392 

55～59歳 n=320 

60～64歳 n=296 

ﾐﾄﾞﾙ・ｼﾆｱ 

20.2 

13.0 

23.4 

12.8 

15.4 

5.0 

23.6 

16.8 

20.0 

22.2 

6.8 

2.7 

16.3 

9.3 

18.3 

9.5 

27.8 

5.2 

11.5 

14.3 

16.7 

17.9 

9.1 

8.0 

0% 25% 50% 75%

どのような活動が行われて 

いるか知らない 

参加したい活動がない、 

見つからない 

きっかけがない 

ひとりで参加することに 

ためらう 

健康・体力に自信がない 

介護をしている 

仕事が忙しい 

関心がない 

集団行動が好きではない 

ほかにやりたいことがある 

その他 

無回答 

65～74歳 

（前期高齢者）n=585 

75歳以上 

（後期高齢者）n=497 

第１号 
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（９）災害について 

①災害に関して不安に感じていること〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

災害に関して不安に感じていることがある割合は、〔ミドル・シニア〕が 87.6％で最も高

く、次いで〔認定者〕が 74.0％、〔第１号〕が 73.6％となっている。 

〔認定者〕は「一人で避難できない」が 40.7％で最も高く、次いで「家屋が倒壊する」「医

療機器の使用や服薬ができなくなる等、医療の確保」がともに 35.1％、「避難所での生活」

が 34.5％となっている。 

〔第１号〕〔ミドル・シニア〕は「避難所での生活」が最も高く、それぞれ 39.1％、49.8％

となっている。次いで「家屋が倒壊する」がそれぞれ 36.9％、44.4％となっている。３番

目に高いのは、〔第１号〕は「医療機器の使用や服薬ができなくなる等、医療の確保」が

27.8％、〔ミドル・シニア〕は「離れている家族等と連絡ができない」が 31.7％となって

いる。 

▼災害に関して不安に感じていること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※「不安を感じていることがある」＝100％－「特にない」－「無回答」 

 

44.4 

14.0 

31.7 

8.6 

1.9 

4.0 

49.8 

19.2 

7.2 

9.7 

2.7 

0% 25% 50% 75%

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

36.9 

10.8 

16.0 

9.3 

7.3 

6.9 

39.1 

27.8 

2.6 

19.7 

6.7 

0% 25% 50% 75%

第１号   n=2,205 

35.1 

12.3 

16.9 

15.1 

40.7 

13.0 

34.5 

35.1 

2.4 

11.1 

14.9 

0% 25% 50% 75%

家屋が倒壊する 

災害の情報を得ることが 

できない 

離れている家族等と連絡 

ができない 

助けてくれる人がいない 

一人で避難できない 

避難所の場所がわからない 

避難所での生活 

医療機器の使用や服薬が 

できなくなる等、医療の確保 

その他 

特にない 

無回答 

認定者   n=1,920 

不安を感じ 
ていること
がある 
74.0％ 

不安を感じ 
ていること
がある 
73.6％ 

不安を感じ 
ていること
がある 
87.6％ 
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②災害発生時に備えて行っていること〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

災害発生時に備えて行っていることがある割合は、〔ミドル・シニア〕が 74.2％で最も高

く、次いで〔第１号〕が 71.1％、〔認定者〕が 52.0％となっており、〔認定者〕は〔第１号〕

〔ミドル・シニア〕に比べて約 20 ポイント低くなっている。 

いずれの対象者も「非常時持ち出し品の用意、非常食等の備蓄をしている」が最も高く、

それぞれ 31.6％、49.2％、53.0％となっており、次いで「家具に転倒防止器具を取り付

けている」が高く、それぞれ 23.2％、31.8％、35.7％となっている。次いで「家族・親

族とおちあう場所や連絡方法を確認してある」が高く、それぞれ 11.1％、23.9％、29.9％

となっている。 

一方、「特にない」割合は、〔認定者〕は 30.9％、〔第１号〕〔ミドル・シニア〕は 20％を

超えている。 

▼災害発生時に備えて行っていること（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※「備えていることがある」＝100％－「特にない」－「無回答」 

 

  

53.0 

35.7 

7.1 

29.9 

4.7 

4.7 

10.4 

1.1 

23.5 

2.3 

0% 25% 50% 75%

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

49.2 

31.8 

8.0 

23.9 

1.8 

6.9 

7.0 

16.3 

1.5 

23.0 

5.9 

0% 25% 50% 75%

第１号   n=2,205 

31.6 

23.2 

5.5 

11.1 

7.2 

2.0 

1.3 

9.5 

1.5 

30.9 

17.1 

0% 25% 50% 75%

非常時持ち出し品の用意、非常

食等の備蓄（３日分程度）をし

ている 

家具に転倒防止器具を取り付け

ている 

住居の耐震診断を受け、必要な

補強を行っている 

家族・親族とおちあう場所や連

絡方法を確認してある 

避難行動要支援者名簿に登録し

てある 

区民防災組織（町会・自治会）

や消防団等に参加している 

地域の防災訓練や勉強会・セミ

ナー等に参加している 

近所の人や地域の方等と助け合

えるよう普段から交流している 

その他 

特にない 

無回答 

認定者   n=1,920 

備えている
ことがある 

52.0％ 

※ﾐﾄﾞﾙ・ｼﾆｱはなし 

備えている
ことがある 

71.1％ 

備えている
ことがある 

74.2％ 



23 

（10）介護等について 

①地域で暮らし続けるために必要なこと〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

住み慣れた地域で暮らし続けるために必要だと考えることは、いずれの対象者も「往診な

どの医療サービスが整っている」「夜間や緊急時でも利用できる介護サービスがある」が上位

２項目となっている。３番目に高いのは、〔認定者〕は「身近な人による見守りや助言がある」

が 26.2％となっている。〔第１号〕〔ミドル・シニア〕は「相談体制や情報提供が充実して

いる」で、それぞれ 34.4％、39.0％となっている。 

〔ミドル・シニア〕は「家族介護者を支援してくれる仕組みがある」「認知症介護サービス

の充実や地域の理解がある」が他の対象者より 10 ポイント以上高くなっている。 

▼地域で暮らし続けるために必要なこと（３つ以内複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

39.0 

21.7 

41.8 

43.5 

25.4 

35.5 

16.3 

35.3 

6.5 

14.0 

0.7 

2.9 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

34.4 

27.2 

41.8 

37.2 

12.6 

29.6 

8.1 

22.2 

3.4 

15.2 

1.2 

8.3 

8.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

第１号   n=2,205 

21.3 

26.2 

38.6 

39.1 

12.4 

25.2 

7.4 

24.8 

2.7 

16.8 

1.5 

10.6 

12.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

相談体制や情報提供が充実して

いる 

身近な人による見守りや助言が

ある 

往診などの医療サービスが整っ

ている 

夜間や緊急時でも利用できる介

護サービスがある 

認知症介護サービスの充実や地

域の理解がある 

家事などの生活を支援するサー

ビスがある 

介護に適した住宅に改修する、

又は住み替えができる 

家族介護者を支援してくれる仕

組みがある 

契約や財産管理などを支援して

くれる仕組みがある 

災害時に支援してくれる体制が

ある 

その他 

特にない 

無回答 

認定者   n=1,920 
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②今後希望する暮らし方〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

今後希望する暮らし方は、「自宅で暮らしたい」割合は〔認定者〕が 68.8％で最も高く、

次いで〔第１号〕が 62.5％、〔ミドル・シニア〕が 57.5％となっている。 

いずれの対象者も「家族等の介護を受けながら、介護保険サービスも利用して、自宅で暮

らしたい」が最も高く、それぞれ 44.3％、34.6％、28.1％となっており、次いで「介護

保険サービスを利用して、自宅で暮らしたい」が高く、それぞれ 17.9％、22.6％、27.5％

となっている。 

〔ミドル・シニア〕は「有料老人ホームやサービス付き高齢者住宅に住み替えたい」が

21.2％となっており、他の対象者に比べて高くなっている。 

▼今後希望する暮らし方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

44.3 

34.6 

28.1 

17.9 

22.6 

27.5 

6.6 

5.3 

1.9 

4.7 

12.3 

21.2 

8.1 

12.6 

13.1 

2.5 

2.1 

4.4 

15.9 

10.6 

3.8 

0% 25% 50% 75% 100%

認定者   n=1,920 

第１号   n=2,205 

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

家族等の介護 

を受けながら、 

介護保険 

ｻｰﾋﾞｽも利用 

して、自宅で 

暮らしたい 

介護保険 

ｻｰﾋﾞｽを利用 

して、自宅で 

暮らしたい 

家族等の介護 

を受けながら、 

自宅で暮らし 

たい 

有料老人ﾎｰﾑ 

やｻｰﾋﾞｽ付き 

高齢者住宅 

に住み替え 

たい 

特別養護老人 

ﾎｰﾑや認知症 

高齢者ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

ﾎｰﾑ等の介護 

保険施設に 

入所したい 

その他 無回答  

 自宅で暮らしたい 

 自宅で暮らしたい 62.5％ 

 自宅で暮らしたい 57.5％ 

 自宅で暮らしたい 68.8％ 
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③-１ 終末期を迎える場所の希望〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

終末期を迎える場所の希望は、いずれの対象者も「自宅」が最も高く、それぞれ 48.6％、

40.5％、35.4％となっている。次いで「病院」が高く、それぞれ 19.0％、25.2％、16.7％

となっている。 

〔ミドル・シニア〕は「わからない」が 30.9％で、他の対象者に比べて高くなっている。 

▼終末期をどこで迎えたいか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③-２ 自宅で最期まで療養するために必要なこと〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

終末期を「自宅」で迎えたいと思う人が、自宅で最期まで療養するために必要だと思うこ

とは、いずれの対象者も「往診・訪問診療をしてくれる医師」が最も高く、それぞれ 84.2％、

83.8％、78.9％となっている。 

〔認定者〕は次いで「介護してくれる家族」が 55.2％、「食事や排泄などの介助をしてく

れるホームヘルパー」が 54.3％となっている。 

〔第１号〕は次いで「食事や排泄などの介助をしてくれるホームヘルパー」が 54.9％、「介

護してくれる家族」が 49.7％となっている。 

〔ミドル・シニア〕は次いで「食事や排泄などの介助をしてくれるホームヘルパー」が

66.0％、「点滴や床ずれのケア等をしてくれる看護師」が 47.0％となっている。 

▼自宅で最期まで療養するために必要なこと（３つ以内複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

48.6 

40.5 

35.4 

19.0 

25.2 

16.7 

4.5 

4.8 

4.3 

2.3 

6.0 

9.5 

0.5 

0.9 

2.4 

15.6 

17.9 

30.9 

9.4 

4.8 

0.8 

0% 25% 50% 75% 100%

認定者   n=1,920 

第１号   n=2,205 

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 

自宅 病院 特別養護老人 

ﾎｰﾑやｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ 

有料老人ﾎｰﾑ 

やｻｰﾋﾞｽ付き 

高齢者住宅 

その他 わからない 無回答  

78.9 

47.0 

66.0 

16.7 

38.0 

13.7 

2.1 

1.1 

0% 25% 50% 75% 100%

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=526 

84.2 

41.0 

54.3 

17.3 

55.2 

6.0 

1.5 

1.6 

0% 25% 50% 75% 100%

往診・訪問診療をしてくれる医師 

点滴や床ずれのケア等をしてくれる

看護師 

食事や排泄などの介助をしてくれる

ホームヘルパー 

24時間相談にのってくれる専門家・

機関 

介護してくれる家族 

居住環境の改修 

その他 

無回答 

認定者   n=934 

83.8 

38.3 

54.9 

17.9 

49.7 

7.7 

2.1 

0.9 

0% 25% 50% 75% 100%

第１号   n=893 
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④高齢者施策、介護保険事業について、区に力を入れてほしいこと 
 〔認定者、第１号、ミドル・シニア〕 

高齢者施策、介護保険事業について、区に力を入れてほしいことは、いずれの対象者も「特

別養護老人ホームなどの施設サービスの充実」が最も高く、それぞれ 30.4％、33.4％、

45.9％となっている。 

〔認定者〕は次いで「健康管理、介護予防」が 24.3％、「認知症高齢者に対する支援」が

22.9％となっている。 

〔第１号〕は次いで「健康管理、介護予防」が 31.9％、「介護保険やサービスの提供」が

30.8％となっている。 

〔ミドル・シニア〕は次いで「認知症高齢者に対する支援」が 40.1％、「介護保険やサー

ビスの提供」が 39.2％となっている。「健康管理、介護予防」「地域包括ケアシステムの充

実」も 30％を超えている。 

▼高齢者施策、介護保険事業について、区に力を入れてほしいこと（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10.3 

10.7 

6.7 

1.8 

24.3 

10.8 

18.1 

22.9 

5.6 

22.6 

30.4 

12.8 

17.3 

5.2 

5.3 

14.9 

6.4 

11.8 

0% 20% 40% 60%

高齢者クラブの活動支援 

交流の場の提供 

生涯学習 

就労支援 

健康管理、介護予防 

高齢者住宅等への住み替え等住

まいへの支援 

声かけや見守りサービスの充実 

認知症高齢者に対する支援 

高齢者虐待の防止や成年後見、

財産管理等への支援 

介護保険やサービスの情報提供 

特別養護老人ホームなどの施設

サービスの充実 

相談体制の充実 

地域包括ケアシステムの充実 

地域におけるボランティア組織

の育成 

その他 

わからない 

特にない 

無回答 

認定者   n=1,920 

13.2 

14.6 

11.3 

5.8 

31.9 

15.3 

18.5 

25.4 

7.1 

30.8 

33.4 

20.3 

21.5 

6.7 

2.9 

9.8 

6.6 

7.2 

0% 20% 40% 60%

第１号   n=2,205 

9.6 

14.2 

15.5 

25.0 

37.9 

27.9 

25.2 

40.1 

12.6 

39.2 

45.9 

27.4 

32.4 

7.8 

4.2 

6.5 

2.1 

1.8 

0% 20% 40% 60%

ﾐﾄﾞﾙ･ｼﾆｱ n=1,486 
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⑤介護保険サービスの利用状況と介護保険料のあり方〔認定者〕 

〔認定者〕の介護保険サービスの利用状況は、「利用している」が 65.7％、「利用してい

ない」が 29.3％となっている。 

利用者の介護保険サービスと介護保険料のあり方についての考えは、「保険料も介護保険サ

ービスも今ぐらいが妥当である」が 42.8％で最も高く、次いで「どちらともいえない」が

23.0％となっている。 

▼介護保険サービスの利用状況            ▼介護保険料のあり方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥介護保険料が上がる場合に充実してほしいサービス〔認定者（利用者）〕 

介護保険サービスを利用している〔認定者〕のうち、「介護保険サービスを充実していくた

めには、保険料を上げるのも仕方がない」と答えた人が、介護保険料が上がる場合に充実し

てほしいサービスは、「家庭を訪問して提供されるサービス」が 30.1％で最も高く、次いで

「施設に通って提供されるサービス」が 11.9％、「特別養護老人ホーム」が 9.7％となって

いる。 

▼介護保険料が上がる場合に充実してほしいサービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利用している 

65.7% 

利用していない 

29.3% 

無回答 

5.0% 

認定者   n=1,920 

介護保険サービス

を充実していくた

めには、保険料を

上げるのも仕方が

ない 

18.7% 

保険料も介護保険

サービスも今ぐら

いが妥当である 

42.8% 

介護保険サービス

の水準を抑えて

も、保険料が安い

ほうがよい 

11.5% 

どちらとも 

いえない 

23.0% 

無回答 

4.0% 

認定者（利用者）n=1,262 

30.1 

11.9 

5.1 
8.5 9.3 9.7 

2.1 3.0 1.7 

6.4 

12.3 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

家
庭
を
訪
問
し
て
提
供
さ
れ
る 

サ
ー
ビ
ス 

施
設
に
通
っ
て
提
供
さ
れ
る 

サ
ー
ビ
ス 

施
設
に
短
期
間
入
所
し
て 

提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス 

日
常
生
活
で
の
自
立
を
助
け
る 

サ
ー
ビ
ス 

複
数
の
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て 

提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

老
人
保
健
施
設 

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

（％） 

認定者（利用者）n=236 

⑦へ 
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⑦介護保険サービスを利用していない理由、今後の利用意向〔認定者（未利用者）〕 

〔認定者〕の介護保険サービスを利用していない理由は、「できることは、自分でするよう

にしているから」が 43.6％で最も高く、次いで「家族などの介護が得られるようになった

から」が 11.4％となっている。 

今後の利用意向がある割合は 64.4％で、利用したい介護保険サービスは、「訪問介護」が

27.2％で最も高く、次いで「福祉用具」が 18.7％、「訪問看護」「通所介護」がともに 16.2％

となっている。 

▼介護保険サービスを利用していない理由（複数回答）  ▼今後利用したい介護保険サービス（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※「利用意向がある」＝100％－「特にない」－「無回答」 

  

9.4 

7.5 

43.6 

11.4 

6.2 

5.0 

9.1 

5.5 

7.3 

30.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

入院している（入院した）から 

自分の状態が改善したから 

できることは、自分でするように

しているから 

家族などの介護が得られるように

なったから 

家族以外に介護してもらうことに

不安があるから 

一時サービス（住宅改修や福祉用

具購入など）だけでよかったから 

利用の方法がわからないから 

利用料の負担が大きいから 

その他 

無回答 

認定者（未利用者）n=562 

27.2 

15.8 

12.1 

16.2 

4.3 

8.7 

5.7 

11.4 

16.2 

4.3 

11.9 

18.7 

9.4 

2.1 

2.7 

14.6 

5.7 

2.8 

2.1 

22.8 

12.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

訪問介護（ホームヘルプ） 

訪問入浴介護 

訪問リハビリテーション 

訪問看護 

居宅療養管理指導 

夜間対応型訪問介護 

定期巡回・随時対応型訪問 

介護看護 

通所リハビリテーション 

（デイケア） 

通所介護（デイサービス） 

認知症対応型通所介護 

ショートステイ 

福祉用具 

住宅改修 

小規模多機能型居宅介護 

看護小規模多機能型居宅介護 

特別養護老人ホーム 

老人保健施設 

認知症高齢者グループホーム 

その他 

特にない 

無回答 

認定者（未利用者）n=562 

利用意向 
がある 
64.4％ 
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⑧介護保険サービス以外の支援等〔認定者〕 

〔認定者〕が介護保険サービス以外の支援・サービスを利用している割合は 29.2％で、「掃

除・洗濯」が 10.8％が最も高く、次いで「買い物」が 7.4％、「配食」が 6.9％となってい

る。 

在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービスは、「掃除・洗濯」が 18.3％で最も高く、

次いで「移送サービス」が 17.1％、「外出同行」が 14.1％となっている。 

▼介護保険サービス以外で利用している支援等（複数回答）▼在宅生活継続に必要な支援等（３つ以内複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「利用している」＝100％－「利用していない」－「無回答」 
  

10.7 

8.1 

18.3 

11.5 

14.1 

7.4 

9.2 

4.2 

17.1 

2.0 

23.9 

31.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

配食 

調理 

掃除・洗濯 

買い物（宅配は含まない） 

外出同行（通院、 

買い物など） 

ゴミ出し 

見守り、声かけ 

サロンなどの定期的な 

通いの場 

移送サービス 

（介護・福祉タクシー等） 

その他 

特になし 

無回答 

認定者   n=1,920 

6.9 

3.9 

10.8 

7.4 

5.0 

6.3 

3.5 

2.7 

6.5 

5.4 

44.9 

25.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

配食 

調理 

掃除・洗濯 

買い物（宅配は含まない） 

外出同行（通院、 

買い物など） 

ゴミ出し 

見守り、声かけ 

サロンなどの定期的な 

通いの場 

移送サービス 

（介護・福祉タクシー等） 

その他 

利用していない 

無回答 

認定者   n=1,920 

利用している 
29.2％ 
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（11）介護者及び介護の状況について 

①介護経験の有無〔ミドル・シニア〕 

〔ミドル・シニア〕の介護経験を性別にみると、「現在、介護をしている」割合は男性が

15.9％、女性が 18.6％、「過去に介護をしたことがあるが、今はしていない」割合は男性

が 17.5％、女性が 33.5％となっており、介護経験のある割合は男性が 33.4％、女性が

52.1％となっている。 

▼介護経験の有無/性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②家族又は親族の介護の有無〔認定者〕 

家族又は親族の介護を受けている割合を介護保険サービスの利用状況別にみると、〔認定者

（利用者）〕が 68.4％、〔認定者（未利用者）〕が 38.1％となっており、〔認定者（利用者）〕

は「ほぼ毎日ある」が 45.1％となっている。 

家族又は親族の介護が「ない」割合は、〔認定者（利用者）〕が 18.6％に対して、〔認定者

（未利用者）〕が 37.2％となっている。 

▼家族又は親族の介護を受けているか/介護保険サービス利用状況別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

現在、介護を 

している 

15.9% 

過去に介護を 

したことがある 

が、今はして 

いない 

17.5% 

介護をした 

ことはない 

64.1% 

無回答 

2.5% 

男性  n=640 

現在、介護を 

している 

18.6% 

過去に介護を 

したことがある 

が、今はして 

いない 

33.5% 

介護をした 

ことはない 

44.8% 

無回答 

3.1% 

女性  n=828 

18.6 

37.2 

9.0 

5.3 

9.2 

7.5 

5.1 

2.5 

45.1 

22.8 

13.1 

24.7 

0% 25% 50% 75% 100%

認定者（利用者）n=1,262 

認定者（未利用者）n=562 

ない 家族・親族の 

介護はあるが、 

週に１日よりも少ない 

週に１～２日 

ある 

週に３～４日 

ある 

ほぼ毎日 

ある 

無回答  

 家族、親族の介護を
受けている 

③へ 

 家族等の介護を受けている 68.4％ 

 家族等の介護を 
受けている 38.1％ 
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③主な介護者の属性〔認定者〕 

主な介護者は、「子」が 49.3％で最も高く、次いで「配偶者」が 22.1％となっている。

性別は、「女性」が 68.7％、「男性」が 27.7％となっている。年齢は、「60 代」が 34.6％

で最も高く、次いで「50 代」が 25.0％、「70 代」が 15.3％となっている。 

▼主な介護者             ▼主な介護者の性別        ▼主な介護者の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④主な介護者が行っている介護等〔認定者〕 

主な介護者が行っている介護等を介護保険サービスの利用状況別にみると、いずれも「食

事の準備」「その他の家事」「金銭管理や生活面に必要な諸手続き」「外出の付き添い、送迎等」

が上位となっている。〔認定者（利用者）〕の「服薬」「身だしなみ」「屋内の移乗・移動」「金

銭管理や生活面に必要な諸手続き」「衣服の着脱」「日中の排泄」の割合は〔認定者（未利用

者）〕より 10 ポイントを超えて高くなっている。 

▼主な介護者が行っている介護等（複数回答）/介護保険サービス利用状況別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.8 

57.0 

23.8 

7.5 

6.5 

64.0 

7.0 

30.4 

16.8 

17.3 

10.7 

64.5 

12.6 

56.1 

7.0 

0.9 

3.7 

0% 25% 50% 75%

認定者（未利用者）n=214 

配偶者 

22.1% 

子 

49.3% 

子の配偶者 

8.6% 

孫 

0.8% 

兄弟・姉妹 

3.2% 

その他 

3.2% 

無回答 

12.9% 

認定者   n=1,096 

男性 

27.7% 

女性 

68.7% 

無回答 

3.6% 

認定者   n=1,096 

20歳未満 

0.0% 
20代 

0.1% 
30代 

1.4% 

40代 

6.2% 

50代 

25.0% 

60代 

34.6% 

70代 

15.3% 

80歳以上 

12.6% 

わからない 

0.5% 

無回答 

4.3% 

認定者   n=1,096 

24.2 

63.6 

26.3 

18.0 

16.5 

70.6 

16.4 

46.6 

26.2 

29.0 

26.7 

70.0 

20.4 

70.0 

6.1 

0.7 

2.2 

0% 25% 50% 75%

屋内の移乗・移動 

外出の付き添い、送迎等 

入浴・洗身 

日中の排泄 

夜間の排泄 

食事の準備（調理等） 

食事の介助（食べる時） 

服薬 

認知症状への対応 

衣服の着脱 

身だしなみ（洗顔・歯磨き等） 

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等） 

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等） 

金銭管理や生活面に必要な諸手続き 

その他 

わからない 

無回答 

認定者（利用者）n=862 
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⑤家族や親族の中で介護のために過去に離職・転職した人の有無〔認定者〕 

家族や親族の中で介護のために過去に離職・転職した人の有無を介護保険サービスの利用

状況別にみると、「介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない」がそれぞれ 48.8％、

50.5％となっている。 

▼家族や親族の介護離職の有無（複数回答）/介護保険サービス利用状況別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥主な介護者の就業状況〔認定者〕 

主な介護者の就業状況は、「働いていない」が 33.0％で最も高く、次いで「フルタイムで

働いている」が 18.4％、「パートタイムで働いている」が 16.1％となっている。 

「フルタイムで働いている」「パートタイムで働いている」人の今後の就労継続の可能性は、

「問題はあるが、何とか続けていける」が 58.2％で最も高く、次いで「問題なく続けてい

ける」が 13.8％、「続けていくのは、やや難しい」が 11.4％となっている。 

「問題はあるが、何とか続けていける」「問題なく続けていける」を合わせると 72.0％と

なっている。 

▼主な介護者の勤務形態               ▼今後の就労継続可能性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

フルタイム 

で働いている 

18.4% 

パートタイム 

で働いている 

16.1% 

働いていない 

33.0% 

わからない 

1.0% 

無回答 

31.5% 

認定者   n=1,096 

10.2 

1.9 

2.9 

1.2 

48.8 

4.6 

31.4 

0% 25% 50% 75%

主な介護者が仕事を辞めた 

（転職除く） 

主な介護者以外の家族・親族が 

仕事を辞めた（転職除く） 

主な介護者が転職した 

主な介護者以外の家族・親族が 

転職した 

介護のために仕事を辞めた家族・ 

親族はいない 

わからない 

無回答 

認定者（利用者）n=862 

6.1 

0.0 

2.3 

1.4 

50.5 

3.7 

36.4 

0% 25% 50% 75%

認定者（未利用者）n=214 

問題なく、 

続けていける 

13.8% 

問題はあるが、 

何とか続けて 

いける 

58.2% 

続けていく 

のは、やや 

難しい 

11.4% 

続けていく 

のは、かなり 

難しい 

8.7% 

わからない 

6.9% 
無回答 

1.1% 

認定者   n=378 

就労している 

34.5％ 
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⑦主な介護者が不安に感じる介護等〔認定者〕 

主な介護者が不安に感じる介護等は、「認知症状への対応」が 27.0％で最も高く、次いで

「外出の付き添い、送迎等」が 23.4％、「入浴・洗身」が 20.4％となっている。 

▼主な介護者が不安に感じる介護等（３つ以内複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

12.4 

23.4 

20.4 

12.0 

18.2 

17.5 

4.2 

9.3 

27.0 

5.2 

4.5 

13.9 

7.8 

11.5 

1.1 

5.9 

6.5 

4.9 

24.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

屋内の移乗・移動 

外出の付き添い、送迎等 

入浴・洗身 

日中の排泄 

夜間の排泄 

食事の準備（調理等） 

食事の介助（食べる時） 

服薬 

認知症状への対応 

衣服の着脱 

身だしなみ（洗顔・歯磨き等） 

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等） 

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等） 

金銭管理や生活面に必要な諸手続き 

子の育児との両立 

その他 

不安に感じていることは、特にない 

わからない 

無回答 

認定者   n=1,096 
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９ 調査結果（介護サービス事業所） 

（１）事業所の概要 

①主とするサービス 

主とするサービスは、「訪問介護」が 20.1％で最も高く、次いで「居宅介護支援」が 18.0％、

「通所介護」が 13.7％となっている。 

▼主とするサービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②平成 27 年度の事業収入 

平成26年度の事業収入を100とした場合の平成27年度の事業収入は、平均103.5で、

「100 以上 105 未満」が 15.8％、「90 以上 95 未満」が 14.4％となっている。 

▼平成 27 年度の事業収入指数（平成 26 年度を 100 とした指数）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.0 
20.1 

0.7 

12.9 

2.2 
0.0 

13.7 

1.4 
0.0 0.0 

4.3 

0.7 0.0 

3.6 
1.4 0.7 0.7 0.0 0.7 

2.2 
0.7 

3.6 

12.2 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

居
宅
介
護
支
援 

訪
問
介
護 

訪
問
入
浴
介
護 

訪
問
看
護 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

通
所
介
護 

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

短
期
入
所
生
活
介
護 

短
期
入
所
療
養
介
護 

特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護 

福
祉
用
具 

特
定
福
祉
用
具 

介
護
老
人
福
祉
施
設 

介
護
老
人
保
健
施
設 

介
護
療
養
型
医
療
施
設 

夜
間
対
応
型
訪
問
介
護 

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護 

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護 

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護 

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護 

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護 

地
域
密
着
型
通
所
介
護 

（％） 

事業所   n=139 

 居宅サービス 
施設 

サービス 
 地域密着型サービス 

1.4 

3.6 

12.9 
14.4 

12.2 

15.8 

5.8 
7.2 

9.4 

17.3 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

70 

未満 

70以上 

80未満 

80以上 

90未満 

90以上 

95未満 

95以上 

100未満 

100以上 

105未満 

105以上 

110未満 

110以上 

120未満 

120 

以上 

無回答 

（％） 

事業所   n=139 平均 103.5 

 100 未満 
44.5％ 

 100 以上 
38.2％ 
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③法人の種類 

法人の種類は、「民間企業」が 59.7％で最も高く、次いで「社会福祉法人」が 15.8％、

「医療法人」が 7.2％となっている。 

▼法人の種類 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）従業員について 

①従業員の雇用形態と性別 

従業員のうち、「正規職員」が 45.6％、「非正規職員」が 54.4％となっている。「正規職

員」の性別は、男性が 35.0％、女性が 65.0％となっており、「非正規職員」は男性が 16.5％、

女性が 83.5％となっている。 

▼従業員の雇用形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           ▼正規職員の性別              ▼非正規職員の性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

男性 

35.0% 

女性 

65.0% 

正規職員数 881人 

男性 

16.5% 

女性 

83.5% 

非正規職員数 1,052人 

民間企業 59.7 
社会福祉法人 

15.8 
7.2 

2.9 

5.0 6.5 

その他 
2.2 

無回答 

0.7 

0% 25% 50% 75% 100%

事業所   n=139 

医療法人 
ＮＰＯ 

一般社団法人 
・一般財団法人 

協同組合 

（農協・生協） 

正規職員 45.6 非正規職員 54.4 

0% 25% 50% 75% 100%

従業員数 1,933人 
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②介護サービス事業に従事する従業員の１年間の採用者数と離職者数 

平成 27 年度の採用者数は合計 262 人、平均 2.3 人で、離職者数は合計 192 人、平均

1.7 人となっている。 

離職者のうち、勤務年数「１年未満」が 91 人（離職者全体の 47.4％）、「１年以上３年

未満」が 62 人（離職者全体の 32.3％）となっており、勤務年数３年未満の離職者が全体

の約８割を占めている。 

採用者のうち、「訪問介護員」が 76 人（29.0％）、「その他介護職員」が 186 人（71.0％）

となっている。 

離職者のうち、「訪問介護員」が 44 人（22.9％）、「その他介護職員」が 148 人（77.1％）

となっている。 

▼平成 27 年度の採用者数と離職者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※「離職者の内訳」記載数をもとに合計人数を算出している。 

 

  

単位：人

１年未満
1年以上
３年未満

262 192 91 62
2.3 1.7 0.8 0.5

76 44 23 15
 平均 0.7 0.4 0.2 0.1

30 17 10 2
0.6 0.4 0.2 0.1
46 27 13 13
0.4 0.2 0.1 0.1

常勤 0 2 0 2
平均 0 0.1 0 0.1

短時間 46 25 13 11
平均 1.1 0.6 0.3 0.3

186 148 68 47
平均 1.6 1.3 0.6 0.4

96 70 29 22
1.6 1.3 0.6 0.5
90 78 39 25
0.8 0.7 0.3 0.2

常勤 20 17 9 5
平均 0.4 0.4 0.2 0.1

短時間 70 61 30 20
平均 1.4 1.2 0.7 0.5

①
訪
問
介
護
員

②
そ
の
他
介
護
職
員

①②合計 （算出）
平均

訪問介護員合計（算出）

1.正規職員

2.非正規職員合計（算出）

その他介護職員合計（算出）

　平均
2.非正規職員合計（算出）

　平均

１年間の採用者・
離職者

離職者の内訳
（勤務年数別）

ア

イ

1.正規職員

　平均

　平均

採用者数 離職者数
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③従業員全体の過不足状況 

従業員全体の過不足状況は、「適当」が 26.6％となっているが、「大いに不足」「不足」「や

や不足」を合わせると 51.8％が不足と感じており、その理由は、「採用が困難」が 59.7％、

「事業を拡大したいが人材が確保できない」が 15.3％となっている。 

▼従業員全体の過不足状況                ▼不足と感じる理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④採用が困難な原因 

採用が困難な原因は、「賃金が低い」が 48.8％で最も高く、次いで「社会的評価が低い」

が 37.2％、「仕事がきつい（身体的）」が 34.9％となっている。 

▼採用が困難な原因（３つ以内複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

採用が困難 

59.7% 

離職率が高い 

（定着率が低い） 

6.9% 

事業を拡大 

したいが人材が 

確保できない 

15.3% 

その他 

9.7% 

無回答 

8.3% 

事業所   n=72 

大いに不足 

9.4% 

不足 

20.1% 

やや不足 

22.3% 

適当 

26.6% 

過剰 

0.7% 

当該職種 

はいない 

1.4% 

無回答 

19.4% 

事業所   n=139 

不足と感じる 
51.8％ 

9.3 

0.0 

11.6 

25.6 

14.0 

48.8 

34.9 

27.9 

37.2 

32.6 

9.3 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

労働時間が長い 

夜勤が多い 

休みが取りにくい 

雇用が不安定 

キャリアアップの機会が不十分 

賃金が低い 

仕事がきつい（身体的） 

仕事がきつい（精神的） 

社会的評価が低い 

その他 

わからない 

無回答 

事業所   n=43 

④へ 
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（３）介護人材についての取組 

①介護人材確保のための取組 

介護人材確保のために取り組んでいる割合は 87.8％で、「採用にあたり、ハローワーク、

学校訪問等の様々なルートを活用し、募集を行っている」が 66.9％で最も高く、次いで「従

業員が育児や介護のために仕事と家庭生活の両立ができるよう、ワーク・ライフ・バランス

の推進をしている」「従業員の人材育成に努めている」がともに 54.7％となっている。 

▼介護人材確保のための取組（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「取り組んでいる」＝100％－「特にない」－「無回答」 

 

  

66.9 

48.9 

54.7 

51.1 

54.7 

51.8 

4.3 

5.0 

7.2 

0% 25% 50% 75%

採用にあたり、ハローワーク、学校訪問等の様々なルートを

活用し、募集を行っている 

採用にあたり、事業所の経営理念、運営方針、業務内容等を

十分説明し、就労後のミスマッチの解消に努めている 

従業員が育児や介護のために仕事と家庭生活の両立ができる

よう、ワーク・ライフ・バランスの推進をしている 

従業員の賃金について、職能給や業績給などキャリアに連動

した給与体系を整備している 

従業員の人材育成に努めている 

従業員の悩みや不安・不満、疑問点等について、上司や同僚

に気軽に相談できる体制づくりや相談窓口を整備している 

その他 

特にない 

無回答 

事業所   n=139 

取り組んで
いる 

87.8％ 
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②人材育成のための取組 

人材育成のために取り組んでいる割合は 97.1％で、「教育・研修計画を立てている」が

71.9％で最も高く、次いで「先輩職員による OJT を実施している」が 61.9％、「自治体や

業界全体の主催する教育・研修に積極的に参加させている」が 49.6％となっている。 

▼人材育成のための取組（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「取り組んでいる」＝100％－「特にない」－「無回答」 

 

（４）従業員からの相談内容 

従業員からの相談内容は、「職場内での人間関係」が 53.2％で最も高く、次いで「賃金、

労働時間等の勤務条件」が 42.4％、「メンタルヘルス不調」が 25.2％となっている。 

▼従業員からの相談内容（３つまで複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

71.9 

38.8 

38.8 

61.9 

44.6 

49.6 

21.6 

3.6 

2.2 

0.7 

0% 25% 50% 75%

教育・研修計画を立てている 

教育・研修の責任者又は担当部署を置いている 

採用時に教育・研修を充実させている 

先輩職員によるＯＪＴを実施している 

法人全体で連携して取り組んでいる 

自治体や業界全体の主催する教育・研修に積極的に 

参加させている 

地域の同業者と勉強会を開いている 

その他 

特に取り組んでいない 

無回答 

事業所   n=139 

0.7 

10.1 

25.2 

0.7 

19.4 

42.4 

53.2 

12.9 

7.2 

0% 25% 50% 75%

セクシュアルハラスメント 

コンプライアンス 

メンタルヘルス不調 

パワーハラスメント 

人事評価・キャリア 

賃金、労働時間等の勤務条件 

職場内での人間関係 

その他 

無回答 

事業所   n=139 

取り組んで
いる 

97.1％ 
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（５）災害発生時に向けた準備・対策 

災害発生時に向けた準備・対策に取り組んでいる割合は 92.8％で、「緊急連絡網の作成」

が 82.0％で最も高く、次いで「災害発生時対応マニュアルの整備」が 69.8％、「備蓄の確

保」が 56.8％となっている。 

▼災害発生時に向けた準備・対策（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「取り組んでいる」＝100％－「特にない」－「無回答」 

 

（６）サービスの質向上のための取組 

サービスの質向上のために取り組んでいる割合は 100.0％で、「事業所内での研修・講習

会」が 83.5％で最も高く、次いで「外部の研修・勉強会への参加」が 76.3％、「苦情・相

談の受付体制の整備」が 74.1％となっている。 

▼サービスの質向上のための取組（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

※「取り組んでいる」＝100％－「特にない」－「無回答」  

56.8 

53.2 

38.8 

69.8 

82.0 

23.0 

1.4 

3.6 

3.6 

0% 25% 50% 75% 100%

備蓄の確保 

避難経路の確保 

テレビ等の落下防止 

災害発生時対応マニュアルの整備 

緊急連絡網の作成 

事業所が行っている対策を利用者と利用者の家族に周知 

その他 

特に取り組んでいない 

無回答 

事業所   n=139 

83.5 

76.3 

59.7 

54.7 

74.1 

69.8 

28.1 

50.4 

61.2 

3.6 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

事業所内での研修・講習会 

外部の研修・勉強会への参加 

事故防止対策 

サービス提供マニュアルの整備 

苦情・相談の受付体制の整備 

個人情報の徹底管理 

第三者評価 

利用者からの評価 

従業員の資格取得支援 

その他 

特にない 

無回答 

事業所   n=139 

取り組んで
いる 

92.8％ 

取り組んで
いる 

100.0％ 
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（７）医療連携の取組 

医療との連携について取り組んでいる割合は 94.2％で、「入退院時に医療関係者と介護サ

ービス担当者とで打合せ」が 78.4％で最も高く、次いで「主治医や病院の地域連携室等と

の連携」が 68.3％、「個別ケース会議の実施」が 46.0％となっている。 

▼医療連携の取組（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「取り組んでいる」＝100％－「特にない」－「無回答」 

 

 

78.4 

68.3 

32.4 

46.0 

24.5 

24.5 

7.9 

2.2 

3.6 

2.2 

0% 25% 50% 75% 100%

入退院時に医療関係者と介護サービス担当者とで打合せ 

主治医や病院の地域連携室等との連携 

事例検討会の実施 

個別ケース会議の実施 

各職種の専門性の相互理解のための研修会 

関係者間で情報を共有するシステムの活用 

多職種をコーディネートする人材育成 

その他 

特にない 

無回答 

事業所   n=139 

取り組んで
いる 

94.2％ 



 

 

 

 

 

 

▼文京区の日常生活圏域 
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